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ⅠⅠ－－1133 令令和和元元年年度度原原子子力力防防災災訓訓練練実実施施結結果果検検討討会会 概概要要

１ 日 時 新型コロナ感染症対策のため書面にて開催

２ 参加者 自衛隊，海上保安庁など国の関係機関，関係市町，関係消防機関，県警察，

庁内関係課及び関係地域振興局等の担当者

３ 関係機関から挙げられた主な課題

(1) 計画関係

① 訓練の計画・調整段階で実動訓練の参加機関のみで打合せ会が必要であると感じた。

② 項目別に訓練を行い，そこで出された課題を１つ１つ解決した後に，全てを通した訓練を行

うことにより，担当者以外も理解がある状態で訓練が実施されるため，より精度の上がった訓

練になると考える。

③ 事態の進展に応じた災害対策業務が実施できるような，訓練想定を組むことはできないか。

④ 図上訓練と実働訓練を分けて実施する方が訓練効果はあると思料する。

(2) オフサイトセンター関係

① 県の要員と関係市町の要員の役割について，再度確認し共有した方が良いと思う。

② より実践的な訓練（状況に応じたモニタリング活動の検討，指示書作成等）の実施が望まれ

る。

③ 原子力防災地図が古く，主要施設（道路など）が反映されていないため，新しい地図に更新

した方がよい。

④ 24時間スキップという形でシナリオを進めると，住民等が避難開始のタイミング等を誤解す

る恐れがある。

⑤ 原子力防災システム（NISS）は操作ルールに慣れるのに時間がかかるため，有事の場合，初

動時に円滑な運用を開始することは難しいと思った。

(3) 退避退域時検査関係

① 実際の有事の際には車両の混雑が予想され，職員による身振り手振り（誘導棒）による誘導

のみでは，車両の運転手に対し次の行動をうまく伝えられない可能性がある。

② 簡易除染に使用したウェットティッシュや手袋の廃棄方法に，汚染物質を取り扱うという意

識がみられなかった。

③ 現場指揮所と住民検査の場所が離れていて，住民検査の状況が分からなかった。住民検査の

近くに現場指揮所を設置してもらいたい。

④ 住民検査や簡易除染には，広い作業スペースが必要であるが，今回もスペースが狭すぎた。

(4) 避難所関係

① 避難先学校側も，災害が平日に発生した場合に備え，児童生徒の授業とのすみ分けなどを考

える必要がある。

② 避難所運営について，指導できる担当を配置してほしい。

③ 受入市町と避難元との物資準備等の役割を明確にしてほしい。

(5) その他

① 実際事故が発生した際は，混乱と遅れが生じるため，医師や看護師との連携を常日頃から取

っておくことが重要であり，いざという時即座な対応が取れるかが課題だと思う。

② 防災講習会によって参加者の理解が深まったので，次回以降も継続をお願いしたい。
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ⅠⅠ－－1144 オオフフササイイトトセセンンタターー運運営営訓訓練練後後のの振振りり返返りり 概概要要

１ 各機能班，各チームから出された意見

(1) 活動内容，情報の流れ

・ 事前説明により情報の流れについて理解できた。

・ 班内の役割分担が一部明確ではなかった。

・ 実動機関の実行動とシナリオに基づく行動との整合については迷うことがあったが，班員間

の認識の統一を図りながら，おおむね適切に対応することはできた。

・ 情報を提供する範囲が分かりにくかった。

・ 積極的に情報収集すべきかどうかが分からなかった。

(2) 他班，チームとの連携

・ 他班，他チームへ情報を取りに行く姿勢が不足していたように感じた。

・ 欲しい情報を持っている班，チームが分からず，戸惑う部分があった。

・ 昨年度の訓練の反省を活かし，声かけを積極的に行うことができた。

・ どのような情報を求められているか，判断に困る場面があったため，具体的に示してほしい。

・ チーム内の役割は決めて対応したが，情報の見落としがあり，報告が遅れてしまったものが

あった。

・ 共有した情報を元にした各班，各チームとの積極的な連携までは行えていなかったと感じた。

(3) 訓練への感想

・ 年々，訓練の作り込みが進んでおり，より実践的かつ網羅的な方向に訓練が進んでいると思

う。

・ 関係機関の実行動とシナリオに基づく訓練を同一日に実施するのではなく，実動訓練とシナ

リオに基づく図上訓練を別日に実施するのも一案ではないか。

・ 過去の訓練や図上演習への参加経験の有無により，訓練への取り組み方に差があった。

・ コミュニケーションがよくできていたので，情報伝達を速やかに，また正確に行うことがで

きた。

・ 今回，あらかじめ用意した資料を使用したため，スムーズに発信することができたが，実際

にその場でスムーズに作成することができるのか不安に思った。

・ 多くの所属が一堂に会し訓練する重要な機会であり，このような経験を積んでいくことが，

災害時における冷静かつ的確な行動につながると感じた。

・ 依頼を行う場合に，統一様式があった方が効率的だと思った。
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２ 佐藤暁 内閣府大臣官房審議官（原子力災害対策現地本部長）コメント

本日は，現地対策本部長という役割を務めて，オフサイトセンターで様々な会議に参加した。そ

の立場から申し上げるならば，関係者間の段取りの確認という点においては，基本的に十分にでき

ていたと感じた。

ただ，シナリオとして，発災からＯＩＬ２の避難が完了するというプロセスを１日の間で実施す

るというのは，時間的に大変タイトであった。多数の方に参加いただいて行う訓練において，節目

節目で，考えながら訓練を進めていくことについては，少し限界があるかと思う。

こうしたタイプの訓練は，初級レベルの方から中級，さらには，幹部クラスの方に広く参加して

いただいて，一体的に流れを把握するということに向いている。工夫を凝らすとすれば，現場レベ

ルでいろいろな防護措置の対応等，訓練の多様化を図っていくことが必要ではないかと思っている。

今後，判断力を養う，あるいは，考える力を強めていくというような訓練として，図上演習の活

用，充実を図っていくことがいいと思う。具体的には，災害対応で中核を担う人材が，各種防護措

置の実施方針等を実際に取りまとめ，作り込んでいくというような訓練を充実させていきたいと国

でも思っており，鹿児島県も含めて，今後とも一体となって取り組んでいきたいと思っている。一

緒に取り組んでいくことにより，更に能力を向上させていきたいと思っているので，今後とも引き

続きよろしくお願いしたい。
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性別 ＰＡＺ及びＵＰＺ参加者の割合

年齢層

ＩＩ－－1155 原原子子力力防防災災訓訓練練参参加加住住民民アアンンケケーートト結結果果

○ アンケート回答者数：５９６人

69%

27%

4% 男性

女性

未回答 PAZ

13%

UPZ

87%

4% 1%
4%

9%

41%

40%

1%20代以下
30代
40代
50代
60代
70代以上
未回答
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これまでに原子力防災訓練に
参加したことが ありますか？

Ｑ１ あなたのお住まいの地域の避
難計画を知っていますか？

Ｑ２

原子力災害時，あなたの避難
方法（避難集合場所・避難先・
避難ルートなど）を知っていま
すか？

Ｑ３ あなたのお住まいの地域では，
いつ，どのような防護措置（屋
内退避や避難など）を行うか
知っていますか？

Ｑ４

54%

13%

23%

8%

2% なし
1回
2～4回
5回以上
未回答

63%
20%

17%

知っている

知らない

未回答

47%
38%

12%

3%知っている

ある程度知っている

知らない

未回答

24%

36%
23%

17%

知っている

ある程度知っている

知らない

未回答
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住民の方々へ避難や屋内退避の指
示などを伝える広報訓練を行いまし
たが，何によってその指示内容など
を確認できましたか？（いくつでも）

Ｑ5-1 広報の内容（避難や屋内退
避の指示など）は，理解でき
ましたか？

Ｑ5-2

避難はスムーズにできました
か？

Ｑ６

1%

0%

1%

4%

5%

11%

28%

82%

0 20 40 60 80 100

確認できなかった

ツイッター

ホームページ

その他

コミュミティＦＭ

広報車

緊急速報メール

防災行政無線

23%

57%

2% 18%

十分理解できた

理解できた

理解できなかった

未回答

91%

1% 8%できた

できなかった

未回答
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安定ヨウ素剤の緊急配布は適
切でしたか？

Ｑ７ 不適切とお答えの方は理由
をお聞かせください。

Ｑ7-1

自宅又は避難所などでの屋内
退避はできましたか？

Ｑ８ できなかったとお答えの方は
理由をお聞かせください。

Ｑ8-1

61%

2%

13%

24%

適切だった

不適切

緊急配布訓練には

参加していない

未回答 10%

30%

30%

30%

説明がわかりにく

い

説明が聞き取り

にくい

配布場所等への

案内誘導がわか

りにくかった
その他

63%

2%

7%

28%

できた

できなかった

屋内退避訓練には

参加していない

未回答

25%

75%

屋内退避で窓閉

め等の必要性を

知らなかった

屋内退避の開始

指示が伝わらな

かった

その他
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避難退域時検査場所での検
査の流れは理解できました
か？

Ｑ９ 理解できなかったとお答え
の方は理由をお聞かせくだ
さい。

Ｑ9-1

避難所の受け入れ対応は適
切でしたか？

Ｑ10 不適切とお答えの方は理由
をお聞かせください。

Ｑ10-1

57%

3%

10%

30%

理解できた

理解できなかった

訓練に参加していな

い

未回答

50%50%

検査場所での説明等が

分かりにくい・聞き取り

にくい

その他

64%

1%

6%

29%

適切だった

不適切

訓練に参加していな

い

未回答
25%

33%
17%

25%

避難所到着後の

案内誘導がなかっ

た・分かりにくい

受付方法の説明

がない・分かりにく

い

避難所の施設説

明がない・分かり

にくい

その他
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今回の訓練を体験して避難で
きると感じましたか？

Ｑ11 防災講習会は参考になりまし
たか？

Ｑ12

73%

11%

16%

できる

できない

未回答

80%

1%

3% 16%

参考になった

参考にならなかった

参加していない

未回答
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主 な 自 由 意 見

１１ 訓訓練練想想定定，，内内容容ななどど
① 原発災害は地震や火災と違い経験が無いため，なかなか想像しづらい
ところがあるが，今回の訓練は現実感があり勉強になった。

② 事前説明が不十分，訓練内容を明示してから参加者を募ってほしい。
説明日から申し込み締切りまでの日数が短い。

③ いざという時に直ぐ出来る訓練で役に立った。
④ スムーズに対応するためには，自治体と連携した地域コミュニティー
の協力が不可欠。

⑤ バス移動が多いので，車内設備（ＤＶＤ）を使用した原子力広報ビデ
オなどの上映があってもいいかと思う。

２２ 広広報報
① 訓練の放送はゆっくり２回は繰り返して欲しい。屋外ではよく聞き取
りにくい。

② 屋内退避の指示等の際，放送が雑音（ザーッという音）で聞き取りに
くい。

３３ 避避難難
① 漁業中の避難方法が気になる。
② 長距離歩けない人が集合場所までいくのにどうすればいいか。
③ バス内での説明が聞き取りにくい。ハンドマイクが必要。
④ 屋内退避と避難所へのタイミングなどが良く分からない。
⑤ 全員が避難するとなると，車等の混雑等が心配される。

４４ 避避難難退退域域時時検検査査
① 避難退域時検査場所での検査の際，もう少し大きな声で対応して欲し
い。

② 避難退域時検査で車の検査等の流れがみられて良かった。
５５ 避避難難所所

① 避難所の受け入れ対応について，受付方法の説明がない・分かりにく
かった。

② 避難所に何があって何が無いのか何が必要なのか，ペットは可なのか
どうか知りたかった。

③ 今回の避難場所はあまりにも遠すぎて，とても非現実的だ。高齢者に
とっては，トイレ，食事など避難途中が大変だ。

６６ そそのの他他
① 放射線について少し興味を持って生活していこうと思った。
② 実際に，一連の避難訓練に参加することにより自信がついて他の人
（高齢者等）の手助けができると思う。

③ 段ボールベッドの組み立てがとても簡単にできてびっくりした。寝心
地もよく，避難では重宝すると感じた。
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ⅠⅠ－－1166 外外部部委委託託（（第第三三者者機機関関））にによよるる評評価価 概概要要

１ 訓練評価概要

(1) 評価目的

令和元年度鹿児島県原子力防災訓練を通して，原子力災害発生時における国，県，市町，原子

力事業者等の緊急時対応を評価し，防災体制の実効性の確認及び地域防災計画，避難計画，マニ

ュアル類の検証並びに改善等に資すること。

(2) 評価実施時期

令和２年２月９日（日）

(3) 評価対象訓練

下記の訓練を対象として評価を実施した。

ア 災害対策本部等設置・運営訓練（以下，「本部訓練」）

・ 県災害対策本部の設置・運営訓練（以下，「県本部訓練））

・ 薩摩川内市災害対策本部の設置・運営訓練（以下，「市本部訓練」）

イ オフサイトセンター（以下，「OFC」）関係

・ 現地災害対策本部設置・運営訓練（以下，「県現地本部訓練」）

・ オフサイトセンター参集・運営訓練（以下，「OFC機能班訓練）

・ 緊急時モニタリング訓練（オフサイトセンター）（以下，「EMC訓練」）

ウ 住民避難関係

・ 避難退域時検査・原子力災害医療訓練

・ 避難・避難誘導・屋内退避訓練

・ 避難所等設置訓練

※ PAZ避難，薩摩川内市UPZ一時移転（薩摩川内市，日置市）に関する評価員評価ついては，

３訓練を一体で実施した。

(4) 評価方法

参加者自己評価及び第三者評価による評価結果を基に，良好事例と助長策，並びに改善すべき

事項と今後の対策を抽出する。

訓練項目毎の評価手法と評価員配置を下表に示す。
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訓訓練練項項目目 評評価価手手法法 評評価価員員派派遣遣場場所所 人人数数

県本部訓練 A，C 鹿児島県庁 １

市本部訓練 A，C 薩摩川内市役所 １

OFC関係 県現地本部訓練 A，B，C OFC ３

OFC機能班訓練 A，B，C OFC ５

EMC訓練 A，B，C OFC １

住民避難 PAZ避難 A，C 薩摩川内市
１

関係 →鹿児島市

UPZ一時移転 A，C 薩摩川内市
１

（薩摩川内市） →姶良市

UPZ一時移転 A，C 日置市 １

（日置市）

上記以外 A ― ―

評価手法 A：参加者アンケート，B：訓練振り返り，C：評価員評価

(5) 重点評価項目

ア 重要事項に関する情報伝達・共有

事業者通報，国からの要請等，原子力災害対応を行う上で特に重要な情報が適時適切に，組

織内外に伝達，共有されているかを確認する。

イ 住民避難等の実動訓練

PAZの住民避難，UPZ一時移転等を各拠点において計画どおりに実施しているかを確認する。

ウ 防護措置の実施方針案の作成

住民安全班及び県現地本部を主体に，関係組織が連携して期待される時間内に期待される内

容のGE防護措置実施方針案及び一時移転の実施方針案を作成できたかを確認する。

エ 各組織における役割分担，作業指示

県現地本部，各機能班において，役割分担，及び優先順位を意識した作業指示が実施されて

いたかを確認する。

(6) 評価の基本方針

評価に当たっては，内閣府（原子力防災担当）が策定した「原子力防災訓練の企画，実施及び

評価のためのガイダンス」（平成30年３月）及び「原子力防災担当者のための訓練実務マニュア

ル＜本部等運営訓練編＞（試行版）」（平成31年３月）を踏まえ，訓練参加者の活動実績と活動

のプロセス，並びに訓練方法の評価を行った。

２ 訓練成果の全体考察

(1) 良好事例

ア 県本部及び市本部運営訓練では，災害発生と事態進展に応じた本部運営，並びにTV会議によ

る情報共有が実施された。

イ OFCでは，県現地本部，機能班及びEMCが連携し，また情報機器を活用して住民防護措置に関

する意思決定や情報共有が行われた。

ウ 住民避難訓練では，おおむね遅滞なく，計画された住民避難や一時移転が実施された。
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(2) 課題と対応策

ア 訓練時期

改善すべき事項 今後の対応案

● 寒さやインフルエンザ流行等を考 ・ 準備期間も考慮し，10月～11月で

慮し，年明けの時期は避けるべきと の開催を検討する。

の意見がある。

イ 訓練内容と日程

改善すべき事項 今後の対応案

● 時程が異なる実動訓練と図上訓練 ・ 訓練は連続，又は日を離した２日

の同時開催は，メリットが少なく， 間として，１日目は図上訓練，２日

混乱を招く。また，１日で初動から 目は実動訓練とするなど，日程を分

一時移転までを行うのではなく対象 け，図上訓練は対象とする事態を絞

を絞るべきとの意見が見られる。 ることなどを検討する。

ウ 事前準備

改善すべき事項 今後の対応案

● マニュアル・手順書の未整備，シ ・ 今年度の課題と対策を整理して，

ナリオや想定の決定・周知遅れ，会 訓練に必要なマニュアル類と次年度

場設営，要員の役割分担，要員連携 の訓練計画の案を，第一四半期を目

手順，資機材等の準備不足による混 途に，関係者で検討，調整し，訓練

乱が見られた。 に向けて練り上げ，訓練のおおむね

● 避難退域時検査での測定器の電池 １か月程度前には決定して周知する。

入れ忘れ，安定ヨウ素剤配布漏れ等 ・ チェックリストを用いた会場・資

の実災害時には問題となる事例が見 機材の準備状況確認の実施，訓練参

られた。 加に必要な知識や技量を習得するた

めの研修やリハーサルの開催と参加

促進などを検討する。

３ 訓練項目別の成果と課題

(1) 県本部訓練

本部運営，役割分担，重要情報伝達などは適切に実施されていた。一方で実災害時を考慮する

と，より一層の練度向上と情報共有の促進が求められる。
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■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 地震発生と同時に災害対策本部を開 ・ 左記事例の定着と異動等による新任

設し，警戒事態，施設敷地緊急事態の の担当者への伝承のため，手順書やチ

発生に伴い，必要な防護措置等の意思 ェックリストの整備が推奨される。

決定について災害対策本部会議を開催 ・ ブラインド方式でより多くの部署を

するなど，本部運営を確実に行ってい 対象 と し た 県 本 部 と し て の 図 上 訓 練

た。 や，テーマを絞った要素訓練を実施す

○ 市町とのTV会議，NISSの活用など情 ることにより，要員の練度向上と組織

報共有が適切になされていた。 力の向上が期待できる。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● シナリオがない実災害時の本部運営 ・ 県本部会議室内のクロノロジー（危

では，適時的確な判断に資する情報の 機対策課と同様のもの），県内各地の

共有などが必要と考えられる。 地震被害状況図，防災関係機関の活動

状況，避難状況表：避難所・避難経路

等の状況図，各市町の避難実施計画の

表示などにより，関係者の情報共有が

促進され，実災害時の迅速・的確な意

思決定に資することが期待できる。

(2) 市本部訓練

本部運営，役割分担，重要情報伝達などは適切に実施されていた。一方で実災害時を考慮する

と，より一層の練度向上と情報共有の促進が求められる。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 原子力緊急事態宣言を受け，PAZ内 ・ 左記事例の定着と異動等による新任

住民への避難指示，UPZ内住民の屋内 の担当者への伝承のため，手順書やチ

退避の指示が適切に実施された。 ェックリストの整備が推奨される。

○ 避難バスに同乗の市職員が携行する ・ ブラインド方式でより多くの部署を

携帯無線機の位置情報を活用し，デジ 対象 と し た 市 本 部 と し て の 図 上 訓 練

タル地図上に表示するシステム（モバ や，テーマを絞った要素訓練を実施す

ロケ）を活用し，ＰＡＺの避難状況を ることにより，要員の練度向上と組織

常時確認・把握できる体制であった。 力の向上が期待できる。

○ 施設の避難を含め人数，避難指示時

間，出発時間，避難先到着時間など情

報の整理が適切になされていた。
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○ 災害対策本部会議において危機管理

監が今後予想される対応について補足

説明しており，本部員の理解促進など，

適切な会議運営に貢献していた。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● モバロケによる避難バス避難状況の ・ 全員が確認できるクロノロジー，県

常時把握，手書きのクロノロジーがな 内各地の地震被害状況図，防災関係機

されていたのは良いが，やはりシナリ 関の活動状況，市の避難実施計画の表

オがない実災害時の本部運営を考慮す 示などにより，関係者の情報共有が促

ると，適時的確な判断に資する情報の 進され，実災害時の迅速・的確な意思

共有などが必要と考えられる。 決定に資することが期待できる。

(3) OFC関係

ア 全体評価

① 事前説明会に対する評価

アンケートでは，79％が事前説明会の時間が適切，74％が内容を理解できたと回答。共に

やや低い結果となった。また，内容に対して時間が少ない，内容が難しかったとの意見も散

見される。遠方参加者からは前日開催を望む声があった。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 内容が難しかったとの意見が比較的 ・ 当訓練単独ではなく，国主催の研修，

多い。内閣府図上演習への参加率が39 訓練も含め，目的や対象者を明示した

％と低いことが要因の一つと考えられ 年間 計 画 を 年 度 早 期 に 関 係 者 に 周 知

る。 し，参加を促す。この結果，初心者，

経験者ともに，力量や役割に応じた計

画的な訓練参加が可能になり，訓練効

果の増大が期待できる。

・ 訓練に参加する上で最低限必要な事

項と理解度確認問題をまとめた冊子を

事前に配布することにより，初心者の

理解促進とともに，経験者の復習効果

が期待できる。

・ 事前説明の一部を，経験者と初心者

で分けて実施することも一案である。

② 訓練シナリオ等の理解度に対する評価

アンケート結果では，訓練シナリオや想定の理解度は74%でやや低い。付与情報や用語が

わかりにくかったとの声が多い。
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■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 前項同様，理解できない要因の一つ ・ 前項と同様。

として内閣府図上演習への参加率が低

いことが考えられる。

● 実動訓練と異なる時間軸で並行して ・ 訓練目的に応じて日程，時程を設定

実施することにメリットはなく，混乱 することにより，参加者の目的意識と

を招くとの指摘が見られる。 訓練効果を高めることが期待できる。

具体的には，内閣府図上演習の後でか

つ，実動訓練の前に県としての図上訓

練や班別課題演習の実施，実施方針案

作成など，目的を絞った要素演習の実

施，実動訓練時は，目的を全体の流れ

と手順の確認に絞り，シナリオ開示型

で実施することなどが考えられる。

● 内閣府図上演習未受講者から，詳細 ・ 同上

シナリオの提示を望む声が見られた。

ブラインド訓練であり，参加には一定

の知識が必要であることを理解し，事

前に身に着けて頂く必要がある。

● 理解できなかった理由として，付与 ・ 初心者も含めて，より理解しやすい

情報がわかりにくかったとの意見が見 付与情報を検討する。具体的には，発

られる。また，前半が過密すぎ，後半 信元，発信先，具体的な指示等の内容

が少ないとの指摘もあった。 を明確にすること，略語を使用する場

合は事前説明か事前配布資料で解説し

ておくことなどとともに，全体の時間

配分を見直すことが考えられる。

③ 機能班等の役割分担等の理解度に対する評価

アンケート結果から，所属機能班の役割理解度は80％で，おおむね理解が得られている。

一方，他機能班との連携，OFC，ERC，自治体の役割分担等についての理解度は，それぞれ65

％，71％とやや低い。３項目とも，理解できなかった理由としては，活動の機会がなかった

ことが最も多かった。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 理解できた要因として，事前説明や ・ より短時間で理解できるよう，要点

資料が役立ったとの意見が多かった。 と実 例 を 主 体 と し た 資 料 や 説 明 と す

る。
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■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 理解できなかったとの回答に対する ・ 組織間の連携や調整を促す付与を増

理由として，活動機会が少ないとの回 やす。例としては，担当が複数の組織

答が多かった。 に跨がる事案や，マニュアル等で明記

されていない役割分担の調整，要員が

多い班から少ない班への支援要員調整

などが考えられる。

④ 避難等の実施方針案作成手順の理解度に対する評価

アンケート結果から，避難や一時移転の実施方針案作成手順に対する理解度は53％と低い

結果となった。活動の中心となる住民安全班と県現地本部の結果が，それぞれ47％，45％と

いずれも低い。また，内閣府図上演習の受講歴との関連を見ると，参加ありが65％，参加な

しが48％で，事前の研修の効果がある程度確認できる。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 実施方針案作成手順について，活動 ・ 訓練上の会議では，あらかじめ用意

の中心となる住民安全班員と県現地本 したものを使用したので，問題とはな

部要員の理解度が50%以下と非常に低 らなかったが，実災害時に備えて実践

い。 力を養っておく必要がある。対策とし

ては，②項に示した県としての図上訓

練や実施方針案作成に特化した研修な

ど，年度の訓練計画策定と，関係者の

参加促進などが望まれる。

⑤ 資機材

用意されていた地図が古かった。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 用意されていた地図がH27年版と古 ・ 災害対応は最新の情報に基づいて実

く，最新の道路情報が反映されていな 施する必要があるので，マニュアル，

かった。 地図等は，常に最新版を配備するよう

規定するとともに，契約業者等に委託

することが望まれる。

イ 県現地本部訓練

総括・広報チームが県現地本部の取りまとめを行うなど，全体的に各チームの役割分担が徐

々に浸透してきていると考えられる。
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■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 状況に応じてNISS，ボード，口頭， ・ 単なる良好事例として終わらせず定

紙など各種媒体を適切に活用して情報 着させることが重要である。マニュア

伝達と共有を行っていた。 ル等に実例とともに記載し，事前説明

会等で周知し，訓練で実践する。

○ 総括・広報チームが全チームの参集 ・ 大枠でも良いので，県現地本部の活

状況を確認し県現地本部としてまとめ 動マニュアルを策定し，訓練で得た教

て総括班に報告していた。役割を認識 訓な ど を 反 映 し て い く こ と が 望 ま れ

しての行動と考えられる。ただし，遅 る。

れて参集した警察チームの状況が反映

されなかったことは課題である。

○ 医療チームで，会議開催の館内放送 ・ 館内放送は重要情報であることが多

を聞いた班員が，班長に開催時刻を伝 いので，聞き逃し防止対策の良好事例

達していた。（OFC医療班でも同様。） と言える。班内で館内放送記録役を定

めることをマニュアル等に反映し，研

修・訓練で実践することにより，左記

事例の助長と定着が期待できる。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 自チーム内の参集者確認，NISSによ ・ 情報の共有不足は，情報の錯綜や状

る情報収集はできていたが，班長に報 況の誤認を招く可能性がある。マニュ

告するのみでチーム内情報共有が不徹 アル等に班内情報共有の重要性と手順

底な事例があった。 を明記し，事前説明会等で周知すると

ともに，訓練で実践する。

● 県本部会議が独立したシナリオで実 ・ 県現地本部会議を実施することによ

施され，参集者との連携がなく，また， り，県本部との連携，県現地本部内の

県現地本部長と総括・広報チーム所と 情報共有の促進が期待できる。ただし，

のやりとりも見られなかった。 会議時間の増大を避けるため，要所の

会議のみ開催とし，その他は想定でも

良い。

● 産業経済チームの活動が少ない，そ ・ 民間事業所の避難計画確認や協力要

もそも初動時は役割がないのではない 請，屋内退避長期化対応など，具体的

かとの意見が見られた。 な項目を洗い出して役割分担と体制を

再検討することにより，要員の有効活

用と目的意識の向上が期待できる。

● PCが少なく，電子ボードもないので ・ 今後はNISS使用が前提となると考え

情報共有に制約がある。 られるので，PC増備と電子ボード配備

が望まれる。
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ウ OFC機能班訓練

初心者が多かったが，班長や経験者のリードにより，各組織の基本的な活動を実施すること

ができた。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 班長が参加者の経験等を踏まえて ・ 良好事例としてマニュアルや事前

役割分担を行う事例が見られた。 説明資料に記載し，周知すると共に

○ 各班で，NISS，ボード，地図，口 演習等で実践することにより，好事

頭など各種媒体を適切に活用して情 例の普及や定着が期待できる。

報伝達と共有を行っていた。 ・ 実災害時にも初心者の参集や想定

○ 研修・訓練経験者が未経験者に助 外の事態発生の可能性があり，事前

言・指導する事例が見られた。 の備えが必要である。状況に応じた

連携・協力が不可欠であることを事

例とともにマニュアル等に記載し周

知するとともに，研修・訓練で実践

する場面を作ることにより，好事例

の普及や定着が期待できる。

○ 住民安全班と住民安全チーム，医 ・ 配置が隣接していること，相互に

療班と医療チームでは，良好な連携 面識があること，訓練経験などが要

が見られた。 因と考えられる。一過性の事例とせ

ず，定着と助長を図るため，マニュ

アル等に実例を挙げて記載，周知し，

研修・訓練で実践することが望まれ

る。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 気象情報が，気象台とコントローラ ・ 訓練関係者間での情報共有と手順確

ーから重複して配信されていた。 認を，チェックリストを作成して綿密

に行う。

● 住民安全班の活動場所が人数に比し ・ 各班の人数と動線を考慮して，活動

て狭く，活動に支障がある。 場所や機器を再配置することが望まれ

る。

● NISS担当者がERC事務局長ではなく， ・ ア①に示したように訓練計画を早期

ERC医療班宛てに送付しようとした。 に提示し，適切な訓練参加を促進する。

内閣府図上演習未経験で事前説明会も また，図上演習，事前説明会の何れか

欠席しており，訓練上のNISSルールを には出席するよう周知する。また，や

理解していなかった。 むを得ず両方欠席した参加者への対策

として，最低限必要なルールや想定を
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まとめた冊子の配布か訓練直前の説明

を検討する。

● 作成資料が実際の会議で使われない ・ 一部の会議で良いので，参加者が作

と，訓練が進むにつれ，資料内容の検 成した資料を使用することにより，目

討が雑になっていった。 的意識と力量の向上が期待できる。

エ EMC訓練

おおむね手順通りの活動が行われていたが，更に実務的な訓練も望まれる。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ ERC放射線班，EMC測定分析担当との ・ 更に練度を上げるため，EMCが判断

連携，情報共有，モニタリング結果定 し，企画・計画，実行指示，測定結果

時報，実施計画，指示書の確認は，手 等に基づく避難地域の判定，避難経路

順通り適時になされていた。 ・手段の変更提案，モニタリング要員

の被ばく対応などを含む訓練も一案で

ある。

○ モニタリングポスト位置図に可搬型 ・ さらに写真等により記録保存し，モ

モニタリングポスト，風向，通行不能 ニタリング活動の実績や教訓事項の案

などを表示して情報共有が図られてい 出等に活用できるように整備すること

た。 が望ましい。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

特記事項なし 特記事項なし

(4) 住民避難関係

ア 全般

全体的には，避難行動は大きな遅れがなく予定通り実施されたが，細部では準備不足や連携

不足などによる課題事例が見られた。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 全体的にはおおむね事前の計画どお ・ 今回は限られた人数であったので，

りの避難や一時移転が実施された。 大きな遅滞やトラブルがなかったが，

実災害時には，混乱や想定外の事態が

考えられるので，訓練の繰り返しによ

る習熟とともに，より厳しい条件での

訓練企画が望まれる。

－ 168 －



■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 要員アンケートでは，事前説明と異 ・ 要因としては，事前説明の欠席，情

なる状況や，役割の認識不足による連 報提供の遅れ，手順書の内容不足，事

携の支障等が報告されている。 前打合せやリハーサルが行われていな

● サーベイメーターの電池入れ忘れや いことなどが考えられる。訓練は手順

ヨウ素剤の配布漏れなど，重大な錯誤 を習得する場ではなく，事前に習得し

の事例が見られる。 たことを実践し，実効性を検証する場

であるので，事前の対策が重要である。

対策案としては，手順書の充実と周知，

要素訓練，事前検討会，リハーサル等

の実施が考えられる。

イ PAZ避難

避難行動は遅滞なく円滑に行われた。

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 集合場所設営，バスへの誘導などが ・ 今回は避難者が20名程度で，統制が

適切に実施されており，避難行動は円 取れたが，実際の災害時に備え，より

滑かつ予定時刻に実施された。 多くの人数での訓練も実施することが

望まれる。

○ 本部への報告は，無線により適時に ・ 報告すべき事項と時期等を冊子にま

実施されていた。事前に準備したシナ とめ携行すること，一覧表として集合

リオ（ト書き）に従って実施したと思 場所，バス車内等へ掲示することなど

われる。 により，継続と徹底を図る。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 高速道路走行時にシートベルト着用 ・ 原子力災害対策に限らず，住民の安

の指示がなかった。 全確保の上で必要な事項を洗い出し，

手順書等にまとめ周知し，リハーサル

を行うことにより，住民安全に対する

認識を高めることが期待できる。

・ また，要点をまとめた冊子を常時携

行し，逐次気付き事項を書き入れ，反

映，共有することも効果的であると考

えられる。
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ウ UPZ避難（薩摩川内市）

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ 国からの指示等の伝達，要所での本 ・ PAZ避難と同様。

部への報告は問題なく実施され，受付

もスムーズであった。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● 全体的に職員の住民に対するコミュ ・ 今回は訓練なので無事，時間通りに

ニ ケ ー シ ョ ン が 足 り な い よ う に 見 え 避難することができたが，実災害時の

た。 住民の精神状態を考えるとより一層，

コミュニケーションを図り，気持ちを

落 ち 着 か せ る 必 要 が あ る と 考 え ら れ

る。

エ UPZ避難（日置市）

■良好事例と助長策■

良好事例 助長策

○ バス車内での説明は，次はどこへ， ・ 良好事例として手順書等に具体的に

何のために，何をする等，わかりやす 記載し，周知することにより，定着が

く明確なものであった。 期待できる。

■改善すべき事項及び今後の対策■

改善すべき事項 今後の対策及び当該方法を推奨する根拠

● バス出発直後，住民へ説明すべきタ ・ 実災害時にも発生し得るので，説明

イミングで担当職員の携帯に市民から 代理者を設定しておくなどの対策を講

電話があり，この対応で約６分間バス じ，手順書等に記載，周知し，訓練等

内での説明がなかった。 で実践することが望まれる。
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